


たかとりきょっこう

高取極光 ゆしのぎちゃわん釉鎬茶碗

十六代継承者 亀井久彰 / かめい ひさあき
歴史や作品と向き合うと「伝統」とは何かと考えることがあります。

父である当代は15代、400年の年月と共に15人の個性、技術の蓄

積など、伝統の”保存”ではなく”進化”をさせております。

父や先祖に倣い、新しい私の”色”を作品展を通じて感じて頂けれ

ばと思います。

1991 （平成3年）

2014 （平成26年）

2016 （平成28年）

2018 （平成30年）　

2019 （令和元年）

十五代味楽の長男として生まれる

法政大学経営学部経営学科卒業

京都府立陶工高等技術専門校
成形科総合コース卒業

米国ボストンに於いて親子展

パリに於いて個展

日時：7月1日（金） 10 :00～15 :00
場所：図書館棟1階　nanの木カフェ前テラス
講師：志村宗恭先生
参加ご希望の方は本学ＨＰイベント欄にて詳細をご確認下さい

和文化体験『初めての茶道』  （参加費無料）
Event

1960（昭和35年）
　

1981（昭和56年）
　

1991（平成3年）

2001（平成13年）

2006（平成18年）　

2015（平成27年）　

2016（平成28年）

十四代亀井味楽の長男として生まれる。
本名　亀井正久

京都市立嵯峨美術短期大学デザイン学部
陶芸学科卒業

米国センチュリー大学芸術博士号取得

十五代亀井味楽襲名

福岡市技能優秀者表彰

福岡県技能優秀者表彰

米国ボストンにて個展

MⅠT及びハーバード大学において講演及び実演
日本工芸会正会員、日本陶磁器協会博多支部理事

福岡市立福翔高等学校陶芸非常勤講師
各カルチャースクール講師

現在

十五代 亀井味楽 / かめい みらく　陶芸作家
コロナ渦中、一段とデジタル化が進んだ近年ですが、開窯から既に４００

数年経つ黒田藩御用窯である「高取焼」も時代に応じた変身が必要に

なって参りました。私の座右の銘でもある「不易流行」。

まさにこの言葉通り伝統工芸と言うものの神髄を後世に残すという使命

が課されております。茶陶である高取焼に新しい息吹を吹き込む事に専

念しながら息子共々作陶しております。

そのような新しい時代の高取焼をこの度の作品展を通して皆様に感じて

頂けますと幸いです。

たかとりしろゆう

高取白釉 しっぽうすかしかき七宝透花器

福岡女子大学　図書館棟１階　
公立大学法人
福岡女子大学

◆西鉄バス◆
「天神中央郵便局前」バス停（21A・23A・26A） →
「福岡女子大前バス停」 下車 → 徒歩1分

◆電車◆
「西鉄香椎駅」から徒歩約12分
「西鉄香椎花園前駅」から徒歩約10分

◆JR◆

JR香椎駅から徒歩約15分

◆自家用車◆
車両正門にある守衛室で所定の手続きをお願いいたします。駐車場には停車で
きる車の数には限りがございます。なるべく公共の交通機関でお越しください。

お問合せ
公立大学法人　福岡女子大学　美術館
Email：art2@fwu.ac.jp   TEL：092-692-3202（直通）
http://www.fwu.ac.jp             092-661-2411（代表）

正門

福岡女子大学
美術館

（図書館棟内）

福岡
女子大前

車両
正門

ACCESS

Art Director：Sasaki Haruko
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